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風

力

日
本
人
の
技
と
技
術
、

伝
統
文
化
に
根
ざ
し
た
地
方
創
生

Column
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葉
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一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑬

る
一
般
の
人
々
の
行
動
に

も
、
技
や
技
術
は
宿
っ
て
い

る
。い

ま
課
題
と
な
っ
て
い
る

「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み

も
、
政
策
の
送
り
手
と
、
地

方
で
の
受
け
手
の
協
働
で
な

け
れ
ば
実
現
し
な
い
。
同
様

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
を
つ
く
る
こ
と
も
、
両

者
の
協
働
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
は
政
策
の
ウ

エ
イ
ト
が
大
き
い
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
関
心

は
、
安
全
安
心
で
快
適
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
経
済
的

で
、
持
続
可
能
な
社
会
を
志

向
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
根

付
い
て
い
る
「
も
っ
た
い
な

い
」
の
精
神
は
、
経
済
成
長

の
結
果
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い

た
が
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ

イ
氏
（
１
９
４
０
年
～
２
０

１
１
年
、
ケ
ニ
ヤ
人
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
）
の
活
動

で
、
再
び
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
「
も
っ
た
い
な
い
」

の
精
神
は
、
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
し
有
効
利
用
す

る
日
本
人
の
得
意
な
行
動
様

式
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
リ
サ
イ
ク

ル
、
再
資
源
化
）・
Ｒ
ｅ
ｕ

ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
、
再
利

用
）・
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
減
量
化
）
の
３

Ｒ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
２
つ

の
Ｒ
、
す
な
わ
ち
Ｒ
ｅ
ｐ
ａ

ｉ
ｒ
（
リ
ペ
ア
、
修
理
）・

「
技
（
わ
ざ
）」
は
、
所
作

に
無
駄
が
な
く
配
慮
が
行
き

届
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

未
熟
で
下
手
な
所
作
を
、

「
技
」
と
は
言
わ
な
い
。
こ

う
し
た
「
技
」
を
連
鎖
的
に

行
い
、
目
的
や
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
「
技
術
」
と
な

る
。
筆
者
は
、「
技
術
と
は

経
験
を
通
し
て
獲
得
し
た
対

象
行
動
へ
の
優
れ
た
適
応

力
」
と
定
義
し
て
い
る
。

技
術
は
、
い
わ
ゆ
る
モ
ノ

づ
く
り
に
限
ら
ず
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
維
持
す
る

た
め
に
は
必
須
の
も
の
で
あ

る
。
技
術
の
「
作
り
手
」
と

と
も
に
、「
使
い
手
」
で
あ

Ｒ
ｅ
ｆ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
フ
ュ
ー

ズ
、
不
買
）
を
加
え
た
５
Ｒ

で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日

本
人
の
暮
ら
し
の
中
に
根
付

い
て
い
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｉ
」
は
、
世
界
標
準
語

と
な
り
、
持
続
可
能
社
会
を

構
築
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

課
題
の
「
地
方
創
生
」
の

た
め
に
ま
ず
必
要
な
こ
と

は
、
意
識
改
革
で
あ
る
。
そ

の
地
に
暮
ら
し
、
経
験
す
る

こ
と
、
科
学
的
な
着
想
や
判

断
、
創
意
工
夫
等
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
北
欧
な
ど
で

先
行
し
て
い
る
制
度
や
ス
キ

ー
ム
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

２
０
１
５
年
４
月
、
筆
者

ら
は
、
千
葉
県
大
多
喜
町
の

廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
利

用
し
て
、
北
欧
が
ル
ー
ツ
と

さ
れ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ

れ
に
は
、
エ
コ
を
冠
し
て

「
エ
コ･

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
」
と
名
づ
け
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
進
め
る
研

究
開
発
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
同
時
に
、
廃
校
利
用
の

地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

現
代
の
科
学
技
術
連
関
社

会
の
な
か
で
は
、
技
術
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
述
の
「
技
術
」
の
定
義
で

は
、
経
験
・
対
象
行
動
・
優

れ
た
適
応
力
の
３
つ
を
、
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い

▶
成
功
し
た
技
の
連
鎖
が
技
術
と
な
る

を
落
と
し
、
動
き
を
与
え
、

誰
も
が
感
動
す
る
書
画
を
つ

く
り
出
す
技
の
連
続
が
、
書

道
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
同

様
に
、
鑿
（
ノ
ミ
）
の
刃
先

と
金
槌
の
一
撃
の
動
き
、
そ

の
連
続
が
彫
像
を
つ
く
る
。

ま
た
、
一
瞬
の
現
象
を
切
り

取
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影

に
お
い
て
も
、
カ
メ
ラ
の
作

り
手
と
使
い
手
が
マ
ッ
チ
し

た
と
き
に
、
撮
影
技
術
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

上
手
と
成
功
の
技
の
連
鎖

が
、
技
術
と
呼
べ
る
も
の
で

あ
る
。

現
代
の
日
本
社
会
に
お
い

て
も
、
国
際
的
な
状
況
に
影

響
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
日

本
の
伝
統
や
文
化
に
根
ざ

し
、
新
た
な
目
的
や
目
標
に

向
か
う
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ

う
。
日
本
人
の
技
と
技
術

は
、
気
候
風
土
や
風
習
、
更

に
は
気
質
な
ど
自
然
と
人
間

の
特
質
に
根
ざ
し
て
地
域
で

独
特
な
伝
統
文
化
を
作
り
上

げ
て
き
た
。
地
域
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
に
お
い
て
も
、

持
続
的
な
地
域
を
つ
く
る
た

め
に
、
地
域
風
土
特
性
を
活

か
し
た
（
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ

ズ
ム
）
の
視
点
が
大
切
で
あ

り
、
こ
れ
を
地
方
創
生
の
要

と
し
た
い
と
考
え
た
い
。

る
。
「
経
験
」
は
、「
科
学
の

力
を
借
り
た
学
習
や
、
自
ら

の
工
夫
や
創
意
に
基
づ
く
も

の
」
で
、
豊
か
な
経
験
と
深

い
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

「
対
象
行
動
」
は
、「
目
的
を

意
識
し
た
行
動
が
技
術
の
前

提
に
あ
る
こ
と
」
を
示
し
て

い
る
。
「
優
れ
た
適
応
力
」

は
、
目
的
行
動
に
対
応
し
た

所
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

「
優
れ
て
い
る
」
こ
と
の
必

然
を
強
調
し
て
い
る
。
無
駄

な
、
あ
る
い
は
不
合
理
な
所

作
は
、
優
れ
た
適
応
で
は
な

く
、
技
や
技
術
と
は
な
ら
な

い
。「

技
術
」
に
は
、
い
く
つ

か
の
通
過
点
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
始
点
か
ら
終
点
ま
で
の

連
続
し
た
流
れ
と
い
え
る
。

そ
の
通
過
点
を
、
筆
者
は

「
技
」
と
呼
ぶ
が
、
「
技
」

は
、
「
技
術
」
の
基
本
要
素

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
付
図
の

よ
う
に
、
「
技
」
の
連
鎖
が

「
技
術
」
と
し
て
体
系
づ
け

ら
れ
る
。
成
功
し
た
「
技
」

の
連
鎖
が
、
優
れ
た
適
応

力
、
す
な
わ
ち
「
技
術
」
を

実
現
す
る
。
こ
う
し
て
、
技

術
は
、
一
コ
マ
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
過
程
か
ら
な
る

成
功
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
全
体
と
し
て
好
結

果
を
生
み
出
す
連
鎖
で
あ
る

と
言
え
る
。

例
と
し
て
、
書
道
を
挙
げ

る
と
わ
か
り
や
す
い
。
白
い

紙
に
、
黒
い
墨
を
含
ん
だ
筆

丸
紅
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
大

手
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
で

あ
る
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ｇ
ｙ
（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
社
）、
お

よ
び
英
国
政
府
１
０
０
％
出

資
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

支
援
機
関
Ｕ
Ｋ

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ

Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
（
Ｇ
Ｉ
Ｂ
）

と
と
も
に
出
資
参
画
し
て
い

る
英
国
ウ
ェ
ス
タ
モ
ス
ト
・

ラ
フ
洋
上
風
力
発
電
が
６
月

29
日
、
商
業
運
転
を
開
始
し

た
。同

事
業
は
、
シ
ー
メ
ン
ス

社
製
の
６
㍋
㍗
大
型
風
車
を

35
基
使
い
、
総
発
電
容
量
２

１
０
㍋
㍗
に
達
す
る
大
規
模

な
も
の
。
同
６
㍋
㍗
大
型
風

車
を
商
業
ベ
ー
ス
で
多
数
設

置
し
た
の
は
、
欧
州
で
も
初

と
な
る
。
そ
の
発
電
量
は
、

英
国
15
万
世
帯
以
上
の
電
力

需
要
に
相
当
す
る
と
い
う
。

英
国
東
部
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州

の
沖
合
約
８
㌔
㍍
に
建
て
ら

れ
た
、
着
床
式
洋
上
風
力
発

電
設
備
だ
。

昨
年
９
月
に
国
際
協
力
銀

行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
Ｓ
ｉ
ｅ

ｍ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｆ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ

ｉ
ａ
ｌ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ

ｓ
（
ド
イ
ツ
）、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｅ

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ

ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ

＆

ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ

Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
（
フ

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
６
月
30
日
、
大
規
模

な
洋
上
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

（
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
複

数
基
配
置
し
た
発
電
所
）
の

導
入
を
拡
大
す
る
た
め
、
複

数
の
洋
上
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
か
ら
発
電
さ
れ
る
電
力

を
、
複
数
の
洋
上
変
電
所
で

集
電
・
直
流
変
換
し
て
、
複

数
の
陸
上
変
電
所
へ
送
電
す

る
「
多
端
子
直
流
送
電
シ
ス

テ
ム
」
の
開
発
に
着
手
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

洋
上
変
電
所
と
陸
上
変
電

所
の
間
を
、
送
電
ロ
ス
が
少

な
い
直
流
で
送
電
す
る
こ
と

に
よ
り
、
発
電
電
力
を
効
率

的
に
長
距
離
送
電
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
多

端
子
化
す
る
こ
と
で
、
大
規

模
需
要
地
か
ら
離
れ
た
複
数

の
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
で
発

電
さ
れ
る
電
力
を
、
陸
上
変

電
所
を
新
設
す
る
こ
と
な

く
、
既
存
の
接
続
可
能
量
の

大
き
い
系
統
へ
効
率
的
に
送

電
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

洋
上
で
の
多
端
子
直
流
送

電
シ
ス
テ
ム
は
、
海
外
も
含

め
て
開
発
を
競
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
同
事
業
を
通
じ

て
、
高
い
信
頼
性
を
備
え
た

低
コ
ス
ト
な
多
端
子
直
流
送

電
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
今

後
の
大
規
模
洋
上
風
力
発
電

の
導
入
拡
大
・
加
速
に
向
け

た
基
盤
技
術
の
確
立
を
目
指

す
。

【
研
究
開
発
内
容
】

１
．
多
端
子
直
流
送
電
シ
ス

テ
ム
を
適
用
し
た
洋
上
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
シ
ス
テ
ム

検
討多

端
子
直
流
送
電
シ
ス
テ

ム
の
実
用
化
に
向
け
て
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
や

国
内
系
統
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

か
ら
、
発
電
し
た
電
力
を
効

率
よ
く
直
流
で
送
電
す
る
た

め
の
計
画
・
設
計
、
事
業
性

の
評
価
な
ど
を
行
う
。

２
．
大
容
量
直
流
遮
断
器
や

送
電
ケ
ー
ブ
ル
等
の
要
素
技

術
の
開
発

複
数
の
変
電
所
で
相
互
に

接
続
す
る
回
路
構
成
と
な

り
、
系
統
を
停
止
す
る
こ
と

な
く
運
転
を
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

必
要
と
な
る
直
流
遮
断
器
や

直
流
送
電
ケ
ー
ブ
ル
の
開

発
、
敷
設
工
法
の
低
コ
ス
ト

化
の
検
討
な
ど
、
多
端
子
直

流
送
電
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
要
素
技
術

の
開
発
を
行
う
。

ラ
ン
ス
）
が
参
加
す
る
銀
行

団
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
組
成
し
、
建
設
を

進
め
て
き
た
。
７
月
１
日
に

開
催
さ
れ
た
開
所
式
に
は
、

政
府
関
係
者
、
株
主
、
各
融

資
行
、
機
器
メ
ー
カ
ー
等
の

代
表
が
顔
を
そ
ろ
え
、
総
勢

約
１
５
０
人
の
盛
大
な
式
典

と
な
っ
た
。

な
お
同
事
業
の
出
資
比
率

は
、
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
社
50
％
、
Ｇ

Ｉ
Ｂ
25
％
、
丸
紅
25
％
。
丸

紅
が
出
資
参
画
し
操
業
中
の

洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
２

０
１
１
年
の
英
国
ガ
ン
フ
リ

ー
ト
・
サ
ン
ズ
洋
上
風
力
発

電
事
業
に
続
き
、
２
件
目
と

な
る
。
同
社
は
現
在
、
国
内

を
含
む
全
世
界
で
総
発
電
設

備
容
量
３
万
５
８
５
３
㍋

㍗
、
出
資
持
分
換
算
１
万
４

３
７
㍋
㍗
と
、
日
系
独
立
発

電
事
業
者
と
し
て
は
最
大
の

発
電
設
備
容
量
を
保
有
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
産
は
総
発
電

設
備
容
量
２
２
７
２
㍋
㍗
、

出
資
持
分
換
算
で
は
約
１
０

０
０
㍋
㍗
に
上
る
。

同
社
は
、「
今
後
も
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｇ
社
、
Ｇ
Ｉ
Ｂ
と
共
同
で

同
事
業
の
安
定
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
新

規
優
良
案
件
を
発
掘
し
て
い

く
」
と
い
う
。
ま
た
、「
全

世
界
で
電
力
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
む
な
か
で
、
欧
州

で
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
・

特
殊
船
を
用
い
た
洋
上
風
力

発
電
所
据
付
事
業
や
、
国
内

で
の
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電

実
証
研
究
事
業
等
の
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
参
画
を

通
じ
て
、
環
境
負
荷
の
低
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
貢
献

し
て
い
く
」と
意
欲
を
示
す
。

英国ウェスタモスト・ラフ洋上風力発電事業／最初の風車を据え付けた際の様子

英
国
ウ
ェ
ス
タ
モ
ス
ト
・
ラ
フ
２
１
０
Ｍ
Ｗ

大
規
模
洋
上
風
力
発
電
、
商
業
運
転
開
始

丸 紅

多
端
子
直
流
送
電
シ
ス
テ
ム
開
発
へ

洋
上
風
力
の
長
距
離
送
電
を
目
指
す

ＮＥＤＯ

ＮＥＤＯ


